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1アルフレッド・チャンドラーは、経営史、経営学の領域で大きな影響を与えてきた巨人である。
特に、第二次産業革命を舞台にした大企業体制の確立を描き、それを理論的に掘り下げ、ビッグ
ビジネスの歴史的・理論的研究を画期的に発展させた。とりわけ、S－formから、　U－form、　M－form
にいたる管理組織の発展類型、また個人企業から、企業者企業、経営者企業へと展開する企業組
織の発展類型、さらにまた「組織は戦略に従う」という命題によって、戦略と組織の相互関係、
さらには市場・戦略・組織の相関関係を明らかにした。
　しかし、近年は第三次産業革命の進展、すなわちエレクトロニクス革命、インターネット革命
をどのように捉えるか、換言すれば、ダウンサイジング、フラットニング、アウトソーシング、
ネットワーク、SMEといった現象をどのように捉えるか、といった難問を突きつけられている。
1980年代から1990年代にかけて、経営環境は様変わりし、従来のチャンドラー・モデルでは、
新たな現象を十分解明できなくなっている。その際たるものは、第一に機関投資家の発展による
資本市場構造の変容、またそれに伴ったコーポレート・ガヴァナンスの変化である。これは、金
融工学の発展の結果としてのサブプライム不況の震源ともなっている。第二には、イタリア、ド
イツ、日本などにおけるSMEを中心とした産業集積ネットワークの進展である。
　本研究では、エレクトロニクス革命が引き起こした戦略の転換、すなわち多角化戦略から選択
と集中へ（refbcusing）、第二に組織面における変化、すなわち事業部制からネットワークへ、企業
システムとしては大企業体制からビッグビジネスとSMEの共存体制へ、そうした変化を実証的・
理論的に深めることが主要な狙いである。
　今年度は、Oxford　Handbook　of　Business　History、　edited　by　Geoffrey　Jones　and　Jonathan　Zeitlin
が刊行され、チャンドラーへの批判がさらに強まっている。またチャンドラーも、Capitalism　and
Societyにおいて、長文の論文を発表している（2006年）。この論文は最近の状況をどのように理
解するか、チャンドラーが格闘しているさまを示している。
II日本国内では、産業集積ないしはSMEに関する、清成、松島、橋本などの研究、海外では、
Piore＆Sabel、　P．　Scranton、　N．　Lamoreaux、　L．　Hannahなどの優れた研究が輩出している。本研究
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は、そうした研究動向を踏まえつつ、日本の歴史、現実を踏まえ、また著者本来の欧米経営シス
テムの研究を基礎に、国際比較研究的視点の下に、理論的含意を追求したい。実際には、日本の
大田区、イタリアの産業集積を一方の柱に、（刊行はまだされていないが、すでに論文を執筆済
み）、関連文献の読破に基づくチャンドラー・モデルの理論的掘り下げを他方の柱に、最終的に
はポスト・チャンドラー・モデルとして、どのようなものがありうるのかを探求していきたい。
III実際には、日本型経営システムとチャンドラー・モデルの関係を中心に検討を行ってきた。
チャンドラー・モデルが日本型経営システムのどのような影響を与えたのか、それについて近々
まとめる予定である。また、大田区の分析に関しても、なお探索すべき文献が多々あることを発
見した。
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